
第1回今池水みらいセンターで 
発生した堺市公共下水道管破損事故の 

検証委員会 
（事故状況と概要について） 
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平成29年11月17日（金） 

今池水みらいセンター 第１水処理棟２階 



 １．検証委員会設置の背景と目的について 
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【背景】 
 ・平成２９年１０月２４日、今池水みらいセンター（今池MC）におい 
  て堺市が管理する公共下水道管路（金岡東線）の破損事故が発生。 
 ・市内での下水流出を防止するための仮復旧工事を２９日に完了し、 
  ３０日００時より下水道使用自粛を解消し、現在本復旧に向けた、 
  検討を開始。 

【目的】 
 ・外部有識者と共に技術的観点から原因を究明し、再発防止に向けた 
  対策を取りまとめることを目的とする。 

【課題】 
 ・本復旧のためには、原因を特定した上で対策を図らなくては、同様   
  の事故を再発する恐れがある。 
 ・しかし、本事故は事故発生前に台風２１号に伴い、堺市において、 
  日降水量及び、月降水量が観測史上最大の雨が降っていた事などか  
  ら、過去に事例の無い事由の事故である可能性がある。 
 ・また、金岡東線は約36年を経過した管きょであり、標準耐用年数で 
  ある50年に満たない管きょであることから、一概に老朽化に伴う 
  事故ではないことが想定される。 



 ２．検証委員会の構成 
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氏名 役職等 専門 

大島 昭彦 
公立大学法人 大阪市立大学  
大学院工学研究科 教授 

地盤工学 

貫上 佳則 
公立大学法人 大阪市立大学  
大学院工学研究科 教授 

下水道分野全般 

酒井 憲司 
公益社団法人 日本下水道管路管理業協会 
専務理事 

下水道管路管理 

日高 利美 
地方共同法人 日本下水道事業団 
技術戦略部長 

下水処理場整備 

横田 敏宏 
国土交通省 国土技術政策総合研究所 
下水道研究部 下水道機能復旧研究官 

下水道老朽化対策 

（１）外部有識者 

（２）庶務 
   堺市上下水道局 経営企画室 

（五十音順） 
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 ３．陥没事故の位置（今池ＭＣ内の陥没位置） 

 
自家発棟 

 
特高棟 

 
今井戸系 
雨水 
ポンプ場 

 
西除系 
雨水 
ポンプ場 

沈砂池 
ポンプ棟 
 
本館 
管理棟 

 
汚泥処理棟 

 
焼却炉棟 

 
焼却炉棟 

 
ボイラー棟 

 
第一水処理棟 

 
算盤消化槽 

 
卵形消化槽 

 
濃縮 
タンク棟 

 
送風機棟 

 
電磁 
流量計室 

 
第三水処理棟 

 
第二水処理棟 

 
今井戸川系 

雨水ポンプ場 

 
砂ろ過棟 

 
ガスホルダー 

 
第一用水処理棟 

 
第二用水処
理棟 

 
開閉所棟 

 
天美西小学校 

 
機械 
濃縮棟 

 

  

金岡東線（堺市公共下水道管） 

今井戸東除川幹線 
（流域下水道） 

西除川左岸幹線（流域下水道） 

 
Ｎ

 

陥没箇所 

№0人孔 

№1人孔 

№2人孔 

№3人孔 
№5人孔 №4人孔 

【破損した下水道管の概要】 
 口  径：φ1,200mm 
 布設年次：昭和56年 
 埋設深 ：約14m 
 計画流量：0.4888m3/s 
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 ４．今池ＭＣの概要（運営形態の変遷） 

年度 経緯 備考 

昭和45年（1970年） 大和川下流西部流域下水道 都市計画決定   

昭和46年（1971年） 西除川左岸幹線工事着手   

昭和52年（1977年） 今池処理場 １系水処理施設 工事着手   

昭和55年（1980年） 

大和川下流流域下水道組合発足 
 
  設置･管理：大阪府 
  維持操作  ：関連市町村による 
         一部事務組合 

【関連市町村】 
大阪市、堺市、八尾市、富田林市、
河内長野市、松原市、柏原市、羽
曳野市、藤井寺市、大阪狭山市、
河南町、太子町、千早赤阪村 
（管理者職務：堺市長） 

昭和60年（1985年） 今池処理場 １系水処理施設 供用開始 （管理者職務：松原市長） 

平成20年（2008年） 

流域下水道の建設･維持管理を一元化 
 
  設置･管理：大阪府 
  維持操作  ：大阪府 

  



 ５．陥没事故の概要（金岡東線の概要） 
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松原市 

堺市 今池処理区 
（3,457ha） 

堺
市
公
共
下
水
道
管 

・集水区域（約515ha） 
・下水道使用自粛依頼範囲 
 （約２万8,000世帯） 

今池水みらいセンター 

【今池水みらいセンターの集水区域】 【金岡東線の集水区域】 

破損箇所 



 ６．事故発生から応急復旧までの概要（１） 
■１０月２４日（火） 

常磐町３
丁 

陥没箇所 

≪緊急対策≫ 
・バキューム車、小型ポンプ、 
 土のう等を用いて道路上に 
 下水が溢れるのを防止 

≪緊急対策≫ 
バキューム車で吸引し、下流に運搬 

下水流出 

凡例 

      大阪府管きょ 

      堺市管きょ 

      堺市マンホール 

 

常磐町３丁 

陥没状況（24日14時半頃） 

≪常磐町 緊急対策≫ 
・バキューム車、小型ポンプ、 
 土のう等を用いて道路上に 
 下水が溢れるのを防止 
      ↓ 
・25日00時30分に常磐町の 
 下水流出を収束 

≪今池MC 緊急対策≫ 
・バキューム車で吸引し、下流に運搬 
・小型ポンプで吸引し、下流に送水 

凡例 

      大阪府管きょ 

      堺市管きょ 

      堺市マンホール 

 

No.4人孔 

No.0人孔 No.1人孔 No.2人孔 No.3人孔 

No.5人孔 

半地下 
駐車場浸水 

現地対策本部（常磐町） 下水流出 
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・金岡東線の集水区域（約2万8千世帯）を対象に 
 下水道使用自粛依頼の広報（報道提供、HP掲載、 
 SNS、巡回車広報）を実施 
・常磐町3丁の住民に対し、ポスティングを実施 
・仮設トイレの手配 西除川へ 



 ６．事故発生から応急復旧までの概要（２） 
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常磐町内下水流出状況 常磐町内下水流出状況 

常磐町内下水流出状況 常磐町内下水流出状況 

■１０月２４日（火） 



 ６．事故発生から応急復旧までの概要（３） 

ときわこども園トイレ状況 常磐町内土のう対応 

今池MC内バキューム車対応 常磐町内バキューム車対応 
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■１０月２４日（火） 
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 ６．事故発生から応急復旧までの概要（４） 

常磐町３
丁 

陥没箇所 

≪緊急対策≫ 
・バキューム車、小型ポンプ、 
 土のう等を用いて道路上に 
 下水が溢れるのを防止 

≪緊急対策≫ 
バキューム車で吸引し、下流に運搬 

下水流出 

凡例 

      大阪府管きょ 

      堺市管きょ 

      堺市マンホール 

 

常磐町３丁 

≪常磐町 緊急対策≫ 
・バキューム車、小型ポンプ、 
 土のう等を用いて道路上に 
 下水が溢れるのを防止 

≪今池MC 緊急対策≫ 
・バキューム車で吸引し、下流に運搬 
・小型ポンプで吸引し、下流に送水 

凡例 

      大阪府管きょ 

      堺市管きょ 

      堺市マンホール 

 

No.4人孔 

No.0人孔 No.1人孔 No.2人孔 No.3人孔 

No.5人孔 

10 西除川へ 

■１０月２５日（水） 

【その他の対策】 
・破損管きょの集水区域外に避難所を25日0時台に開設 
 （長尾中学校、東浅香山小学校） 
・金岡町周辺汚水を三宝水再生センターへ送水 

仮設トイレの設置 

仮設トイレの設置 

陥没状況（25日7時頃） 

≪今池MC 緊急対策≫ 
・放流管きょに接続 
・塩素消毒の開始 



 ６．事故発生から応急復旧までの概要（５） 
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仮設トイレの設置 

常磐町内バキューム車対応 常磐町内ポンプ対応 

放流管きょへの接続 

■１０月２５日（水） 
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排水区切り替えポンプ排水状況 

ポンプアップ 

三宝水再生センターへ 

金岡町周辺汚水の一部を三宝水
再生センターでの処理に切替え 

 ６．事故発生から応急復旧までの概要（６） 
■１０月２５日（水） 

約110ha 



常磐町３丁 

≪常磐町 緊急対策≫ 
・バキューム車、小型ポンプ、 
 土のう等を用いて道路上に 
 下水が溢れるのを防止 

≪今池MC 緊急対策≫ 
・バキューム車で吸引し、下流に運搬 
・小型ポンプで吸引し、下流に送水 

凡例 

      大阪府管きょ 

      堺市管きょ 

      堺市マンホール 

 

No.4人孔 

No.0人孔 No.1人孔 No.2人孔 No.3人孔 

No.5人孔 

西除川へ 
13 

 ６．事故発生から応急復旧までの概要（７） 

■１０月2６日（木）～２９日（日） 
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P P 

≪応急復旧工事≫ 
バイパスルートの確保 

【第１系統】 
 ポンプ口径：14インチ×1台 
 圧送管径 ：鋼管φ350mm×1条 
 圧送距離 ：約120m 
 

【第２系統】 
 ポンプ口径：14インチ×1台 
 圧送管径 ：鋼管φ350mm×1条 
 圧送距離 ：約240m 

第1
系統 

第2
系統 

・30日0時00分 下水道の使用自粛を解除 
・下水道の使用自粛解除にあたり（報道提供、HP掲載、  
 SNS、巡回車広報）を実施 
・新金岡地区周辺の汚水を三宝水再生センターへ送水 

現地対策本部（今池MC） 



14 

 ６．事故発生から応急復旧までの概要（８） 
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半地下駐車場浸水対応 簡易トイレの配布 

常磐町内ポンプ状況 常磐町内切替対応 

■１０月2６日（木）～２９日（日） 
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新金岡地区周辺の一部を三宝水再
生センターでの処理に追加切替え 

ポンプアップ 

三宝水再生センターへ 

 ６．事故発生から応急復旧までの概要（９） 

排水区切り替えポンプ排水状況 

■１０月2６日（木）～２９日（日） 
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 ６．事故発生から応急復旧までの概要（１０） 

 ■バイパスルートの設置概要 

流動化処理土の投入 仮設ポンプの設置 

バイパス管の設置 吸引開始 
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１時間あたりの雨量（㎜） 

着水井水位 (TP) 

ポンプ井水位 (TP) 

揚水量を超過する流入があり 
ゲート操作による流入制限実施 
22日18：27～23日  6：05 

浸水防止のため 
ポンプ稼働数増加 
２１日朝～ 
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 ７．事故発生前後の天候と今池ＭＣの運転状況（１） 

 

  

（１）１０月２１日～２５日までの雨量と流入水位の状況について 

21日 

着水井最大水位 
約ＴＰ＋５.２ｍ 

2２日 2３日 2４日 2５日 
（陥没発見日） 



 ７．事故発生前後の天候と今池ＭＣの運転状況（２） 

（２）着水井最大水位時の金岡東線の水位状況 
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0.10 0.04 

6.11 

1.65 

0.65 

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

10月21日 10月22日 10月23日 10月24日 10月25日 

（ｔ） 

１日沈砂発生量 

沈砂ホッパー重量（累積） 
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 ７．事故発生前後の天候と今池ＭＣの運転状況（３） 

 

  

（３）沈砂重量  

２４日以降 
沈砂池機械埋没により計測不可 
発生想定量を記載 

２３日 
急激に沈砂量が増加 

（陥没発見日） 
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 ８．陥没箇所周辺の場内配管図（１） 

陥没箇所 

返流水 
（濃縮･消化･脱水） 

P 

長期休止中 

凡例 

   金岡東線 

   場内雨水管 

   返流水管（圧送管） 

   管廊（場内通路） 

平面･縦断図 
 
 
 
 

No.0人孔 

No.1人孔 

No.2人孔 

No.3人孔 

陥没箇所 

陥没箇所 



No.1人孔 

金岡東線（汚水管） 
φ1200 雨水管 

φ900 

雨水管 
φ800 

金岡東線（汚水管） 
φ1200 

不明 

不明 

雨水管 
φ450 

雨水桝 

雨水桝 

雨水人孔 
（想定） 

今池MC 10月２５日 11：58 
21 

返流水管 
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 ８．陥没箇所周辺の場内配管図（２） 

水処理 

汚泥処理 

沈砂池・ポンプ 

放流 

搬出 

陥没 
紫色：返流水 
赤色：金岡東線 

流入 

流入（他の流域幹線） 

人孔No.2 人孔No.0 

人孔No.1 

人孔No.3 

人孔No.4 

人孔No.5 

返流水（焼却） 

今池水みらいセンター敷地境界 

 〇返流水ルート概要 

返流水 ＝ 汚泥処理施設 
（濃縮、脱水、消化）から 
発生した汚泥の絞り水 

 
S６０供用開始～10月26日 
10時30分まで本ルートを使用 
 
6,780 ㎥/日（Ｈ28実績） 

【水処理施設への既設ルート】 
 26日11時30分から本ルート 
 を使用して水処理施設へ 


